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爽
や
か
な
季
節

運
動
会
が
各
地
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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、ノミ、－＿ノ／

が
ん
ば
っ
た
よ
　
徳
市
っ
子

5
月
2
0
日
　
（
日
）
、
吉
舎
小
学
校
の
運

動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
天
気
は
曇
り
で

し
た
が
子
ど
も
た
ち
は
元
気
そ
の
も
の
、

そ
の
元
気
な
徳
市
っ
子
の
奮
闘
ぶ
り
を
取

材
に
行
き
ま
し
た
。

準
備
体
操
か
ら
始
ま
り
団
体
競
技
、
学

年
別
競
技
、
全
員
で
の
競
技
な
ど
我
が
子

の
よ
う
に
激
し
く
楽
し
く
応
援
し
ま
し

た。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
通
学
に
な
り
、
ま
だ
2

ケ
月
も
経
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
大
勢
の
友

達
と
一
緒
に
違
和
感
な
く
積
極
的
に
演
技

を
し
て
い
る
姿
や
、
役
割
分
担
を
率
先
し

て
行
っ
て
い
る
様
子
を
見
て
、
「
徳
市
の

時
と
変
わ
る
事
な
く
元
気
な
子
ど
も
た
ち

に
、
あ
～
よ
か
っ
た
」
　
と
安
堵
感
を
持
ち

ま
し
た
。
吉
舎
小
学
校
の
皆
さ
ん
こ
れ
か

ら
も
仲
良
く
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

安
田
の
歴
史
に
残
る
名
勝
負

5
月
2
0
日
　
（
日
）
、
安
田
小
学
校
と
安

田
保
育
所
、
安
田
区
民
の
合
同
春
季
大
運

動
会
が
開
催
さ
れ
、
約
2
0
0
人
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

好
天
に
恵
ま
れ
、
新
緑
の
中
、
競
技
。

演
技
す
る
子
ど
も
た
ち
の
フ
ァ
イ
ト
溢
れ

る
姿
に
感
動
す
る
と
と
も
に
、
家
族
。
地

域
の
ふ
れ
あ
い
が
で
き
た
、
思
い
出
に
残

る
素
晴
ら
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

安
田
の
看
板
競
技
『
親
子
三
代
リ

レ
ー
』
に
は
帖
組
の
参
加
が
あ
り
、
子
、

（
申
倉
政
子
）

祖
父
母
、
親
の
順
番
で
バ
ト
ン
を
つ
な
ぐ

姿
は
競
い
合
う
中
に
も
ほ
の
ぼ
の
と
し
た

家
族
愛
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

区
民
対
抗
競
技
の
『
綱
引
き
』
　
『
玉
あ

そ
び
！
』
中
学
生
の
特
別
参
加
が
あ
っ
た

『
年
齢
別
リ
レ
ー
』
、
ど
れ
も
安
田
運
動

会
の
歴
史
に
残
る
名
勝
負
で
、
総
合
得
点

は
上
組
〃
下
組
同
点
で
し
た
が
『
綱
引

き
』
に
パ
ワ
ー
（
人
数
？
）
　
で
勝
っ
た
上

組
が
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

（
滝
上
洋
）

尾
道
～
松
江
線
の工
事
現
場
見
学

5
月
1
3
日
　
（
日
）
、
吉
舎
自
治
振
興
会

が
主
催
さ
れ
た
中
国
横
断
道
尾
道
松
江
線

の
工
事
現
場
見
学
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

爽
や
か
な
朝
の
光
が
降
り
注
ぐ
中
、
白

根
か
ら
山
中
の
工
事
現
場
に
入
り
、
い
よ

い
よ
ス
タ
ー
ト
で
す
。

終
点
の
海
田
原
橋
ま
で
約
4
キ
ロ
の
道

程
で
し
た
が
、
途
中
の
三
玉
橋
、
三
玉
ト

ン
ネ
ル
な
ど
ポ
イ
ン
ト
で
は
工
事
に
携

わ
っ
て
お
ら
れ
る
皆
さ
ん
方
が
説
明
を
し

て
く
だ
さ
り
、
し
っ
か
り
学
習
で
き
ま
し

た。
普
段
は
話
を
し
た
こ
と
の
な
い
地
域
の

皆
さ
ん
と
も
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
、
ま

た
、
ウ
グ
イ
ス
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら

ゆ
っ
く
り
歩
い
て
い
く
と
、
体
の
隅
々
ま

で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
れ
た
よ
う
で
し
た
。

高
い
所
か
ら
見
下
ろ
す
福
塩
線
や
太
郎

丸
吉
舎
線
、
海
田
原
橋
の
上
か
ら
眺
め
る

三
五
や
海
田
原
の
街
並
み
は
明
る
い
5
月

の
日
差
し
に
映
え
、
美
し
く
新
鮮
な
景
色

で
し
た
。

普
段
は
、
国
道
を
跨
ぐ
海
田
原
橋
の
下

を
車
で
通
り
過
ぎ
る
だ
け
で
上
を
見
上
げ

る
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
こ
の
行
事
に
参
加
し
て
橋
の
上
の
様

子
や
工
事
の
苦
労
な
ど
よ
く
わ
か
り
ま
し

た。

こ
の
道
路
は
3
年
後
に
は
開
通
す
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

開
通
し
た
時
に
は
、
今
日
の
様
子
と
綺

麗
に
で
き
た
道
路
を
重
ね
な
が
ら
通
っ
て

み
よ
う
と
、
今
か
ら
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
（
奥
田
み
ど
り
）
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欝欒馨肇醜
態繋襲鶉
鰭藷藩
世代間交流「おもしろミニスポーツを楽しもう！」

今年はちょっと面白いスボーヅをみんなでやってみませ

んか？スリッパ卓球とペタンクを体験してみましょう。

夏休み最後の土曜日は予定しておいてくださいね。

日　時　8月25日（土）9：30－11：30

会　場　吉舎B＆G海洋センター

対　象　小学生から高齢者まで

詳しくは次号でお知らせします。

※なお、今年から「川ガキ養成講座」は開催しませんので

ご了承ください。
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備
後
安
田
駅
清
掃
活
動

5
月
2
2
日
　
（
火
）
、
恒
例
の
J
R
備
後

安
田
駅
清
掃
活
動
を
、
や
す
ら
ぎ
隊
の
主

管
で
行
い
ま
し
た
。
J
R
職
員
の
立
会
い

の
も
と
、
帖
名
の
方
が
ご
参
加
く
だ
さ

り
、
草
刈
、
草
取
り
、
駅
舎
の
清
掃
等
を

行
い
、
す
っ
き
り
と
き
れ
い
に
な
り
ま
し

た。

J
R
の
方
に
よ
る
と
、
三
次
駅
管
内
に

は
2
3
の
無
人
駅
が
あ
る
そ
う
で
す
が
、
ど

こ
の
駅
で
も
草
刈
等
の
管
理
が
大
変
だ
と

の
こ
と
。
そ
ん
な
中
で
、
「
備
後
安
田
駅

は
地
元
の
人
が
協
力
し
て
く
だ
さ
る
の
で

大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
」
と
話
し
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
安
田
の
玄
関
口
で
あ
る
J

R
備
後
安
田
駅
清
掃
活
動
を
続
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

（
海
上
　
洋
）

や
ま
ぬ
寮
生
出
品
の
滝

5
月
4
日
　
（
金
）
　
～
6
日
　
（
日
）
　
の
3

日
間
、
午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
、

雲
通
品
の
滝
入
り
口
に
お
い
て
雲
通
清
流

会
主
催
で
『
や
ま
め
祭
り
』
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
4
日
は
朝
方
小
雨
が
ば
ら
つ
い
て
い
ま

し
た
が
、
な
ん
と
か
天
候
も
持
ち
直
し
、

無
事
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

広
島
や
福
山
。
尾
道
な
ど
遠
方
か
ら
の

参
加
者
も
あ
り
大
勢
の
人
で
賑
わ
い
ま
し

た。

尾
道
か
ら
参
加
の
山
崎
さ
ん
は
　
「
今
年

は
よ
く
つ
れ
て
楽
し
か
っ
た
」
、
福
山
の

田
川
さ
ん
は
　
「
尾
道
ラ
ー
メ
ン
が
う
ま

か
っ
た
」
、
広
島
の
三
浦
さ
ん
は
　
「
唐
揚

げ
の
小
さ
い
の
が
美
味
し
か
っ
た
」
等
、

ま
た
、
魚
は
小
さ
い
の
が
多
か
っ
た
と
の

声
も
あ
り
ま
し
た
。

売
店
で
は
、
タ
ケ

㌢
」
は
ん
・
塩
焼

き
。
唐
揚
げ
や
尾
道
ラ
ー
メ
ン
等
色
々
な

物
が
あ
り
大
盛
況
で
し
た
。

3
日
間
で
1
0
0
0
人
以
上
の
来
場
者

が
あ
り
、
い
つ
も
は
静
か
な
地
域
も
こ
の

日
ば
か
り
は
、
お
お
い
に
賑
わ
い
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
N
・
〇
）

ボ
タ
ル
祭
り

と
∴
壷
）
・
〇
日
2
7
日

年
繰
3
時
～

（
未
タ
ル
観
賞
は
午
後
8
時
～
）

と
こ
ろ
∴
い
こ
い
の
森
（
吉
舎
町
捨
）

主
催
　
ホ
タ
ル
祭
り
実
行
雪
貴
会

粛
問
合
せ
先
‥
4
3
－
2
5
e
e

（
八
幡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
シ
タ
ー
）
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∴∴　∴ ��� � � � � 

一．iOi‾ 講 �� �∴「 
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∴ 騨 �、頒 擾 

市
道
の
除
草
お
よ
び

補
修
作
業
報
奨
金
に
つ
い
て

自
治
会
、
常
会
な
ど
の
地
域
団
体
で
市

道
の
補
修
や
除
草
を
行
わ
れ
た
場
合
に
経

費
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

○
対
象
と
な
る
作
業

・
除
草
作
業

。
荒
れ
た
路
面
の
補
修
、
均
し
作
業

砕
石
の
敷
き
均
し
、
路
面
の
補
正
な
ど

・
側
溝
な
ど
道
路
施
設
の
修
繕

〃
土
砂
。
落
ち
葉
で
詰
ま
っ
た
道
路
側
溝

の
復
旧

※
生
活
排
水
に
よ
る
汚
泥
。
ご
み
の
取
り

除
き
や
、
空
き
缶
。
ご
み
拾
い
な
ど
の
清

掃
作
業
は
対
象
外
で
す
。

○
交
付
金
額
ま
た
は
助
成
金
額

①
作
業
員

②
軽
ト
ラ
ッ
ク

③
一
輪
車

④
除
草

5
0
0
円
／
1
人

2
1
0
0
円
／
1
台

2
0
0
円
／
1
台

2
0
円
／
1
品

※
請
求
の
手
続
き
方
法
や
、
砕
石
な
ど
原

材
料
の
支
給
に
つ
き
ま
し
て
は
、
伯
劃
甜

印
材
刺
到
前
日
、
地
域
づ
く
り
係
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

三
次
市
吉
舎
支
所
地
域
づ
く
り
係

℡

4

3

‘

3

1

1

2

観
て
・
聞
い
て
・
感
じ
て
…
狂
言
丸
ご
と
体
験

馬
山
狂
言
鑑
賞
会

と
　
き
　
　
7
月
8
日
　
（
日
）

開
場
　
午
後
1
時
　
／
開
演
　
午
後
1
時
0
0
分

会
　
場
　
　
吉
舎
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

鑑
賞
券
　
　
大
　
人
　
8
0
0
円
　
（
当
日
　
1
0
0
0
円
）

子
ど
も
　
3
0
0
円
　
（
当
日
　
　
5
0
0
円
）

※
鑑
賞
券
は
、
吉
舎
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
と
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

三
次
市
吉
舎
支
所
で
も
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
す
。



‘．薫 　き � � 

900律クの天文ショー
5月21日午前7時半前後、金環日食が始まった。

日本で広範囲に起きるのは932年ぶりで、この

三次でも三日月のような形で観ることが出来た。

今回のように広い地域で起きる次回の金環日食は
300年後という。

撮影者　kiyotaka，00ue
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ふ
る
さ
と
を
草
生
し
よ
う

～
今
年
も
作
品
を
募
集
し
ま
す
～

今
年
も
、
ふ
る
さ
と
の
様
子
を
描
い
た

作
品
を
募
集
し
ま
す
。

街
や
村
、
山
や
川
な
ど
、
自
分
が
選
ん

だ
場
所
を
思
い
っ
き
り
描
い
て
応
募
し
て

下
さ
い
。

○
対
象
幼
児
、
小
。
中
学
生
及
び
高
校
生

※
審
査
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
家

族
や
大
人
も
出
品
で
き
ま
す
。

○
応
募
締
切
り
　
　
　
7
月
2
2
日
　
（
日
）

○
参
加
料
　
　
　
無
料

○
そ
の
他

。
水
彩
、
油
彩
、
ク
レ
ヨ
ン
、
鉛
筆
な
ど

画
材
は
自
由
で
す
。

〃
画
用
紙
も
自
由
サ
イ
ズ
で
す
。

・
審
査
に
よ
り
入
賞
者
を
表
彰
し
、
全

点
を
美
術
館
あ
ー
と
あ
い
。
き
さ
に

展
示
し
ま
す
。
展
示
期
間
は
8
月
の
予

定
で
す
。

“
四
つ
切
の
画
用
紙
が
必
要
な
方
に
は
差

し
上
げ
ま
す
の
で
お
申
し
出
下
さ
い
。

○
作
品
提
出
先
（
問
合
せ
先
）

美
術
館
あ
ー
と
あ
い
。
き
さ

（
吉
舎
町
吉
舎
5
4
6
I
 
l
）

℡

4

3

・

2

2

3

1

吉
舎
町
自
治
振
興
連
合
会

（
吉
舎
町
吉
舎
7
1
8
・
1
）

℡

4

3

－

7

2

7

2

－
生
命
の
キ
ト
高
山
博
子
油
絵
展

イ
ン
ド
を
テ
ー
マ
と
し
て
描
き
続
け
る
広
島
市
在

住
の
油
彩
画
家
高
山
博
子
　
（
た
か
や
ま
・
ひ
ろ
こ

一
窪
①
・
）
　
の
作
品
と
ス
ケ
ッ
チ
な
ど
を
展
禾
し
ま

す。
中
央
展
や
地
方
展
を
は
じ
め
、
国
内
外
を
活
動
舞

台
と
し
て
独
自
の
道
を
歩
み
続
け
る
作
者
の
深
い
祈

り
と
思
索
に
満
ち
た
作
品
が
一
堂
に
集
ま
り
ま
す
。

○
期
間

6
月
2
3
日
　
（
土
）
　
～
7
月
2
2
日
　
（
日
）

午
前
1
0
時
～
午
後
5
時

月
曜
日
は
休
館
　
（
7
月
1
6
日
は
開
館
）

○

イ

ベ

ン

ト

作
者
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

①
6
月
2
3
日
　
（
土
）
午
前
1
0
時
0
0
分
～

②
7
月
8
日
　
（
日
）
午
前
日
時
～

○
場
所
　
美
術
館
あ
ー
と
あ
い
・
き
さ

（
三
次
市
吉
舎
町
吉
舎
5
4
6
・
1
）

○

入

館

料

　

一

般

　

　

　

　

4

0

0

円

飾
歳
以
上
　
3
0
0
円

高

校

生

　

　

2

0

0

円

中
学
生
以
下
及
び
障
害
者
手
帳
な
ど
所

持
者
及
び
介
助
者
は
無
料

明
治
・
大
正
・
昭
和
の
広
告
と
商
標

商
品
の
宣
伝
〃
販
売
に
欠
か
せ
な
い
広
告
と
、
自

社
の
製
品
と
他
社
の
製
品
を
区
別
す
る
商
標
。
ど
ち

ら
も
販
売
戦
略
と
自
社
ア
ピ
ー
ル
の
強
力
な
助
っ
人

で
す
。
時
代
の
様
子
と
薫
り
が
漂
っ
て
く
る
展
示

コ
ー
ナ
ー
で
す
。

○
期
間

7
月
l
日
　
（
日
）
　
～
1
0
月
3
1
日
　
（
水
）

午
前
1
0
時
～
午
後
5
時

月
曜
日
休
館
　
（
祝
日
を
除
く
）

○
場
所
　
　
吉
舎
歴
史
民
俗
資
料
館



ヽ＼ �護繋繋喜鰯 いつものキッチン道具でつくるか繋糟 たまご絵日記 鉄道ダイヤのつく。かた 三匹のおっさんふたたび かすていら 露営プ”スヘレン．ブッシュ／善諾浩議 ����������� からだと心の対話術　～14歳の世渡り術～　近接　良平／善く］ミ1ニケ一泊）〉　oで 

rがんプランクトン　　　　　　　　清水洋美／編著くずかん〉 

おすしですし！　　　　　　　　　　林　木琳／作〈こ ����������とはあそび〉 

女王さまのむらさきの魔法　～魔法の庭のものがたり～　あんひる　やすこ／作〈よみもの〉i 

ハンバーガーはキケンなにおい！？　　　岡田 ��������貴久子／作〈よみもの〉 

だれも くぎに ���知らない犬たちのおはなし　　工ミリ一・回ツダ／善くよみもの〉　　　　　、潰、1、　　　、 ��������〉 

なったソロモン　　　　　ウイリアム・スタイグ／作〈えはん〉　　　　　＼燕薄※、ヾ＼笠 

ピアノ はけち ��はっぴょうかい　　　みやこしあきこ／作〈えぽん〉　　　　　し）、”ノ‥ やん　　　　　やぎたみこ／作〈えぽん〉など42冊 

※ �������貸出中の場合は予約もできます。どうぞご利用ください。 

窪 ま � � � �懸 †∴ � �∴ ∴ 瑳 ：∴ ＼： �∴： ）猿 楽 �今月のひとこと 、、 葉「子育てはファンタスティックな体験です。おむつ 薫を替えたり、轍を食べさせたり、大泣きする子に 黍対応したり…大亦な→とや困る→とも多Llです � 

1－蕊漆器塗：：：i： � �� � �∴ 李； 

∴、∴ �� � �子：： �：「綴熊 ：＼i＼∴＼ � � �ゞ、 � �LoうえLL多 義力や、1つひとつの体験がとても新鮮で、今まで味 わったことがない、楽しい体験信助、りです。～中略 一子どもを育てることは、僕たちの未来をつくるこ と。こんなすてきな仕事は、ほかにないと思いま 

蒲 “．i蕊 ：∴ � � � �∴：ヾ：∴： ▲．・・畿 ��∴∴：十∴ �譜的∴ヾ ‘1継：’ � 

一一　　γ∴∴∵↓享∴・ ���鰯囲醗闇 �� �蔦 � 
∴∴蕊 ����� �す。」 ～「八川1年生生まれてきてくれてあり力にう！ i　papaGuideBook」 i一二〇1 

・∴雷′ � �� �� �� 

∴ �� 

●： ����「りん �さんの力を借りての、おはなし広場です 

▼貸出点数の上限が、増えました！ ����������� 

6月1日から、資料（本・雑誌・視聴覚資料など）の貸出点数の上限が次のとおり変更されました。 

変更前 ������変更後　　　　！ 

1館につき与点 ������1館につき10点（内、概覚資料は、1館につき5点まで）！ 

「より多くの資料を利用したい」という、みなさまの声にお応えするかたちで、来年3月31日まで試 

干されます。どうぞお気軽にご利用ください。 

お問合せ先：吉舎図書館（℡43－4513） 
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平成23年度　吉舎町自治振興連合会　決算
一般管理 ��費 

収入 ��支出 

科目 �金額 �科目 �金額 

自治活動助成交付金 �9．829，800 �報酬 �194，000 

雇用保険個人負担分 �47．556 �給料 �5，580．000 

利子 �13，624 �公民館保険料 �318．240 

基金繰入金 �1－740．000 �共済費 �1，544，437 

参加費等 �359．800 �通勤費 �252．000 

寄付金 �0 �車借上げ料 �20，000 

雑入 �86．110 �負担金 �110，000 

エコステエーシiン助成金 �175．180 �役務費 �15．590 

繰越金 �449．285 �福利厚生費 �41，507 

活動費 �3，433．067 

内訳（連　合 �851，507） 

（吉　舎 �690．200） 

（安　田 �371．000） 

（中田字 �424．260） 

（敷　地 �407，500） 

（八　幡 �501，000） 

（徳　市 �187．6予‾、士 

備品 � 

交際費 �45．300 

需用費 �504．068 

燃料費 �32，755 

新聞図書費 �36，084 

次期繰越 �574．307 

合計 �12．701，355 �合計 �12，701，355 

収入 ��支出 

科目 �金額 �科目 �金額 

繰越金 �工096．585 �職員給与 �5，100．000 

指定管理費 �17，462．000 �報償費 �359，800 

施設使用料 �821，335 �燃料費 �431，634 

雑入 �76，544 �光熱水費 �5，698．249 

社協 �300．794 �修繕費 �586，893 

管理費 �3，929，147 

その他 �2，418，730 

次期繰越 �1，232，805 

合計－ �19，757．258 �合計 �19．757．25良、、 

平成23年度　農業労災互助会　決算
言　収入 ��支出 

科目 �金額 �科目 �金額 

掛金 �906．000 �補償金 �298，410 

受取利息 �6．325 �事務費 �250．070 

責任準備金 �12、861．152 �会議費 �98．000 

責任準備金 �13，126，997 

合計 �13，773，477 �合計 �13，773，477 

平成24年度　吉舎町自治振興連合会　予算
一般管理 ��糞 

収入 ��支出 

科目 �金額 �科目 �金額 

自治活動助成交付金 �9，817．150 �報酬 �254．000 

雇用保険個人負担分 �65，556 �給料 �5．580，000 

利子 �7．740 �公民館保険料 �336，090 

基金繰入金 �1．700，000 �共済費 �1．760．000 

参加費等 �333，000 �通勤費 �288，000 

寄付金 �10．000 �車借上げ料 �0 

雑入 �27，350 �負担金 �150，000 

エコステエーシiン助成金 �170．000 �役務費 �16，000 

繰越金 �574，307 �福利厚生費 �50．000 

活動費 �3，424，897 

内訳（連　合 �835．897） 

（吉　舎 �688．000） 

（安　田 �371，000） 

（申四字 �424，000） 

（敷　地 �417，000） 

（八　幡 �502．000） 

（徳　市 �187．000） 

備品 �100，000 

交際費 �50，000 

需用費 �620．032 

燃料費 �40，000 

新聞図喜費 �36，084 

合計 �121705．103 �合計 �12．705，103 

収入 ��支出 

科目 �金額 �科目 �金額 

繰越金 �1．232．805 �職員給与 �5．119，000 

指定管理費 �18，602，000 �報償費 �424．000 

施設使用料 �707，000 �燃料費 �569，590 

雑入 �33．300 �光熱水費 �6，582，347 

社協 �300．000 �修繕費 �570．000 

管理費 �4．843，451 

その他 �2，766，717 

合計 �20，875、105 �合計 �20．875，105 

平成24年度　農業労災互助会　予算
収入 ��支出 

科目 �金額 �科目 �金額 

掛金 �888．000 �補償金 �300，000 

受取利息 �10．422 �事務費 �250，000 

責任準備金 �13．126．997 �会議費 �98，000 

責任準備金 �13．377，419 

合計 �14，025，419 �合計 �14，025，419 

平成23年i皮
共．序金．乏秘境，汝
298　410円

〈事故の内訳〉
草刈作業
農作業
チエンツー
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平
成
2
4
年
度
の
吉
舎
町
自

治
振
興
連
合
会
理
事
会
を
、

5
月
1
6
日
（
水
）
　
に
吉
舎
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し

ま
し
た
。
上
垣
会
長
挨
拶
の
後
、
ま

ず
は
全
員
の
自
己
紹
介
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。
議
題
と
し

て
2
3
年
度
決
算
、
監
査
報
告
、

2
4
年
度
予
算
説
明
が
あ
り
、

承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
は
連
合
会
か
ら

「
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
支

援
事
業
」
　
の
補
助
金
申
請
状

況
、
6
月
か
ら
始
ま
る
楽
生

塾
な
ど
に
つ
い
て
の
報
告
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
吉
舎
支

所
か
ら
は
、
市
政
懇
談
会
、

サ
ポ
ー
ト
制
度
、
健
康
づ
く

り
に
つ
い
て
な
ど
の
話
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
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。
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夏の風物詩「吉舎ふれあい祭り」は今年で25年目を迎えます

とき　8月15日（水）18時一

会壕　親水公園（馬流川）・三次市吉舎支所励辺

健康づくりは、自分のからだの状態を知ることから
「大丈夫！」と思う時こき健診を1
－まだ間に合います！鎗含健診は

8月初句までは受け付けています一

三次市吉舎支所では、5月から健診の申し

込みを受け付けています。人間ドック〃脳ド
ックは締め切りましたが、
盤台個珍は8月初旬まで受け付けております。
「忘れていた～！」という方はぜひご連絡ください！

健診申込み状況　速報値（5月末現在） 
総合健診　　248人　※（特定176人） 

人間ドック　160人　※（特定127人） 

※（特定　　人）とは、申込者のうち特定健診対象者の申込人数です。「特定健

診」は40－74歳までの公的医療保険加入者が健診対象者です。

詳しくは広報みよし5月号に折込みの「健診のしおり」をご覧ください。
三次市吉舎支所総合調整係　℡43－3111

富　　　圃㊥ 

鴫②蝉電 
」；ごみ集積所は、各自治会及び団体 
の財産です。 

ごみを出す自治会と市の協議で場 

所等が決められ、掃除などの維持管 

理はそれぞれの自治会・団体のみな 

さんによって行われています。 

ごみ集積所は、各利用者のごみを 
一時的に仮置きする場所です。 

自分の都合で市内のごみ集積所の 

どこでも利用できるというものでは 

ありませんし、収集日以外の日にご 

みを出したり、収集時間外にごみを 

出しますと近所の人たちに多大な迷 

惑をかけることにもなります。 

みんなでごみ出しのマナーを守 
り、環境美化につとめましょう。 

三次市吉舎支所総合調整係 

モノ／　　　℡43－3111 

講詞書雲量整、牡臨題田圃圏園田商‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾ ��臆＝ 
6月16日（土）19：00～ �敷地ホタル祭 �片野力組集会所 

6月16日（土）9：30～ �モリアオガエル鑑賞会 �知和ウエットランド 

6月17日（日）9：00～ �徳市運動会 �吉舎徳市自治交流センター 

6月17日（日）16：30～ �ホタルを楽しむ会［吉舎自治振興会主催］ �吉舎生涯学習センター 

6月22日（金）9：40－ �ささ楽生塾開講式［講演：私らしい元気づくり］ �吉舎生涯学習センター 

6月23日（土）15：00～ �ホタル祭り �いこいの森 

6月23日（土）19：00－ �敷地区内ソフトバレーボール大会 �敷地体育館 

7月1日（日）8：00～ �八幡コミュニティセンター周辺環境美化運動 �［八幡自治振興会主催］ 

7月1日（日）8：00～ �敷地プール清掃“救急法講習会 �敷地プール 

7月1日（目）9：00－ �ミニ運動会　　　［吉舎自治振興会主催］ �吉舎中学校体育館 

7月　6日（金）19：00～ �平成24年度市政懇談会 �吉舎生涯学習センター 

7月　7日（土）19：00～ �安田区民ソフトボール大会 �安田小学校グラウンド 

7月　8日（日）午前 �バードウオッチング �［吉舎徳市自治交流センター集合］ 

7月　8日（日）13：00～ �茂山狂言鑑賞会（開演131：30～） �吉舎生涯学習センター 

発行・編集／『まるごときんさい』編集委員会　吉舎町自治振興連合会　三次市吉舎町吉舎718番地1電話・FAX：43－7272
三次市吉舎支所　　　三次市吉舎町吉舎368番地　電話：43－3112　FAX：43－3062
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